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を用いて、水中の MCs(MC-RR、MC-YRおよびMC-LR) の分解特性、毒性物質産生ラン藻類 (M
aeruginosa)の増殖およびMCs産生の特性について検討した。
本研究で作成した電解セルは、液体電解質非存在下で効率的に MCを分解でき、高濃度 (500μgL 1)か
ら低濃度 (40μgL 1)の条件下、異なる電流密度(19.3，57.9，96ム135.1， 173.7 mA cm 2)の条件で、いずれも
効果的に MCの分解が可能であることが判明した。さらにJ種類の MCの分解速度は 3種類の MC(MC-RR、
MC-YR、MC-LR)を混合した実験系よりも速かった。 混合条件での分解実験では、 3種類の MCの分解速度
に大きな差は認められなかった。ついでMCの分解機構を明らかにするため、反応液中の各種物質の分解プ
ロセスの解析を行ったところ、 MCの分解にはヒドロキシラジカ jレが関与している可能性を見出した。






























(RT-qPCR)による M aeruginosa N1ES 1086のMC合成酵素遺伝子mcyBとmcyDの転写レベルの変化を解析
した結果、 mcyBとmcyD遺伝子の転写 (cDNAJDNA)が電解セル曝気条件下で抑制されていることを証明
した。
以上の知見は、人体にも甚大な影響を与える Microcystinの効率的な分解に関する新たな手法を提案する
ものであり、環境水中に存在する MCsの効率的な分解が可能であることを明らかにしたことは大きな成果
である。さらに毒性物質産生ラン藻類の増殖およびMC合成活性が本竜解セルによって抑制可能であること
の証明は、次世代の水処理技術を展望する上で非常に大きな意義を持つ。将来的に、この電解セルの実用化
により、組み込んだ浄化装置は、特に少量の塩類(電解質)しか存在していない水源池および浄水処理プロ
セスにおいて、現場での効果的な MC除去とラン藻類の増殖およびMC産生抑制を可能とする有効な処理方
法に繋がることが期待できる。
平成 24年6月8日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験
を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員
によって合格と判定された。
よって、著者は博士(農学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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